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・昨年からの変化点は、はやぶさの減便がある。拘束時間が 24 時間以上の行路は増えているが、全体と

しての拘束時間は短くなっている。平準化は難しいがいたずらに延ばさないようにする。 

・列車ダイヤの制約もあるが、効率的な運用などを総合的に勘案して、食事時間など勘案したうえで対応

したい。 

 

 

・新幹線便乗まで時間が空くことや拘束時間が延びてしまうこともあり総合的に勘案して在便としている。 

・リスク管理としては、当直が要注意行路として見ていくことと、行路の合間にはできる限り在便をつく

らないように考えている。 

・在便はなるべく少なくしたいが、拘束時間にも影響する。職場と意見交換をしながら検討したい。 

 

・一般線区については、稠密線区で設定されている行先地時間の可能な範囲で考え行路作成している。 

・食事をとる時間は乗務員の判断となるが、行先地については可能な範囲で配慮して作成していきたい。 

 

 

 
 
・今改正で拘束時間が延びている。引き続き働きやすい行路づくりに向け、可能な範囲で検討したい。 

 

・意見は受け止める。行先地時間を福島で取れるように配慮もしている。 

・翌日が早いので、拘束時間をなるべく短くなるように勘案した。 

 

 

・交番順序についても、在宅休養時間、労働時間、作業内容を平準化することを考えて作成している。 

・組移動することで、年間を通して考えれば負担は平準化されるものと考えている。 

 

 


